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1.緒言 
アイゴSiganus fuscescensはアイゴ科Siganidaeに属する植食性魚類であり,太平洋側では千
葉県以南,日本海側では青森県以南に分布する。1)沖縄県では重要な漁獲対象種となってお
り,産卵生態や生活史の解明が進められている。2-8)また,福岡県では磯魚資源に関する調査の
一環として,資源生態や漁況に関する調査が行われている。9)近年では九州から東海･北陸地
方にわたる広い範囲でアイゴによる藻類の食害が指摘されており,10-21) 実際にアイゴがコン
ブ目やヒバマタ目の大型褐藻類を採食することが野外での行動観察10)や水槽内の採餌実験
11-14)において確認されている。さらに食性22,23)や資源生態,24)行動25)等に関する研究が活発に
進められている。一方,アイゴは関東地方にも分布するが,各鰭に毒棘を有し,魚体にも独特の
臭気があるために利用が限られており,26)漁獲対象とはなっていない。このため,漁獲動向を示
す資料は不足しており,また,現在のところ藻類の食害も顕在化していないため,研究事例は少
ない。これまでに,神奈川県城ヶ島における産卵期や食性に関する断片的な観察結果が報告
されているが27),漁獲実態や資源生態の詳細は明らかにされていない。一方,近年では水温上
昇にともなう分布域の北上が懸念されており28,29),今後,関東地方でもアイゴによる藻類の食害
が顕在化する恐れがある。これに対する予防的な対策を講じるためには,分布の北限に位置
する関東地方におけるアイゴの漁獲実態や資源生態を明らかにしておく必要がある。しかし,
上述の通り,関東地方ではアイゴは漁獲対象種となっていないため,漁獲実態を示す資料は少
なく,また,資源生態の解明に必要な試料の入手にも困難が予想される。一方,千葉県館山湾の
定置網漁業や刺網漁業における漁獲物の投棄実態に関する調査によると,アイゴが代表的な
投棄対象種になっていることが明らかにされている。30-32)これらの漁業で投棄されるアイゴを
試料とすれば,資源生態の解明を効率的に進めることができる。そこで本研究では,千葉県館
山湾の定置網漁業で投棄されるアイゴを試料として,アイゴの資源生態に関する調査を実施し
た。また,定置網では漁獲されない小型個体を潜水して採集し,再生産に関する検討を加えた。
以上の結果,分布の北限に位置する千葉県館山湾におけるアイゴの資源生態に関する若干
の知見が得られたので報告する。 
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なお,アイゴS. fuscescensとシモフリアイゴS. canaliculatusの分類には混乱がみられたが,両
者は遺伝学的に同種であることが示されていることから,33,34)本論文では既往のシモフリアイゴ
に関する研究2,4-6)についても,アイゴに関する研究として引用した。 
 
2.方法 
試料は千葉県館山湾の南岸に敷設されている3か統の定置網(図-1)で採集した。定置網の
網型は落網または底層網であり,身網の敷設水深は18～33mであった。定置網で漁獲された
アイゴは帰港前に海上投棄される場合もあるため,30,31)試料の採集は揚網作業に同行して行
い,漁獲されたアイゴを全量回収した。試料の採集は2005年1月～2007年12月に毎月数回,計
122回実施し,体長83～339mmのアイゴを1770尾採集した。一方,定置網では体長82mm以下
の個体が漁獲されず,これは定置網の網目選択性に起因するものと考えられた。35)そこで,より
小型の個体を採集するため,館山湾南岸の水深8m以浅の岩礁域(図-1)でスクーバ潜水を行
い,発見したアイゴを手網(目合2mm)で採集した。潜水による試料採集は2007年4～12月に毎
月数回,計48回実施し,体長35～43mm(全長46～54mm)のアイゴを5尾採集した。なお,アイゴ
は全長25～27mmで稚魚期から幼魚期に達することから,36)これらのアイゴは幼魚として扱っ
た。 
採集したアイゴはいずれも氷蔵して東京海洋大学水圏科学フィールド教育研究センター館
山ステーションに持ち帰り,各魚体の体長(BL,mm),体重(BW,g)を計測した。また,供試魚を解
剖し,生殖腺重量(GW,g),消化管重量(CW,g)を計測した。計測後,生殖腺は20%海水ホルマリン
で固定し,消化管は冷凍保存した。また,生殖腺の外観から雌雄を判別し,性比を求めた。性比
は雌に対する雄の比率とした。 
次に生殖腺重量指数(gonad somatic index, GSI)を次式より求めた。 
GSI=(生殖腺重量(g)/体重(g))×100 
GSIは生殖腺の成熟を表す指標であり,37)ＧＳＩの季節変化より産卵期の特定を行った。また,体
長とGSIの関係を調べ,成熟体長について検討した。また,2006年に採集された個体について
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は常法により組織切片を作製し,光学顕微鏡下で成熟度を判定した。成熟度については,アイ
ゴ科魚類の生殖腺熟度を組織学的に検討したHoque et al.,5)Park et al.38)および隆島,羽生
37)を参考に,雌は卵母細胞の成熟過程を3期(周辺仁期,卵黄球期,成熟期)に分け,これを基に3
階級(Ⅰ：周辺仁期,Ⅱ：卵黄球期,Ⅲ：成熟期)に区分した。なお,各個体の卵巣中に成熟度の
異なる卵母細胞が混在した場合には,最も成熟の進んだ卵母細胞を基準に階級を決定した。
雄は精原細胞の成熟過程を3期(精原細胞,精細胞,精子)に分け,これを基に精巣の熟度を5階
級(Ⅰ：精原細胞増殖期,Ⅱ：成熟初期,Ⅲ：成熟中期,Ⅳ：成熟後期,Ⅴ：機能的成熟期)に区分
した。 
次に,本研究ではGSIにならって消化管内容物重量指数(gut contents somatic index, 
CSI)を次式より算出した。 
CSI=(消化管内容物重量(g)/体重(g))×100 
また,GSIとCSIの季節変化を相互に比較し,両者の関連性について検討した。さらに,消化管内
容物を肉眼または実体顕微鏡で観察し,固形物の有無を記録した。また,固形物が出現した場
合には,褐藻,紅藻,緑藻,魚鱗,ヒドロ虫類,ワレカラ類,その他の7群に分類した。これより,各分類
群の出現頻度(F,%)22,39)を次式より求めた。 
Ｆ＝(Ni／N)×100 
ここで,Nは消化管から固形物が出現したアイゴの総尾数,Niは消化管から分類群iが出現した
アイゴの尾数を表す。 
年齢査定には耳石(扁平石)を用い,輪紋観察は薄片エッチング法で行った。魚体から摘出
した耳石はマイクロプレートに収容し,自然乾燥させた。乾燥後,耳石を成形型にならべ,ポリエ
ステル系冷間埋込樹脂(丸本ストルアス社製)を注入して包埋した。包埋した耳石はすぐに減
圧器に入れて減圧し,気泡を排出した。埋込樹脂が硬化した後に硬組織切断機(ライカ社製
SP1600)を用いて,耳石を厚さ約 500μm に切断した。切断後,研磨紙(♯800～1200)で研磨し,
その後ステッキワックスを用いてスライドガラスに接着した。さらに,耳石の輪紋を見やすくする
ため,0.2Ｎの塩酸で約 60 秒間,エッチング処理を施した。耳石の観察は光学顕微鏡(透過
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光,100 倍)で行い,輪紋数を計数するとともに,耳石縁辺部が透明か不透明かを記録した。年齢
と体長の関係はBertalanffyの成長式にあてはめた。なお,成長式はMS-Excelのソルバーによ
る非線型最小二乗法により求めた。年齢起算日はGSIの季節変化によって推定された産卵盛
期の 7月 1日とした。 
また,定置網で試料を採集した2005年1月から2007年12月の間,館山湾南岸の水深34m地点
の中層(水面下17m,図-1)に自記式水温計(アレック電子,COMPACT-EM)を設置し,水温を10分
間隔で測定した。これより,日平均水温を求め,さらに3か年の平均値を算出して,これを3か年平
均水温とした。 
 
3.結果 
3-1.水温と漁獲量 
2005～2007年の 3か年平均水温(以下,水温)と定置網におけるアイゴの 1網あたり漁獲量
の季節変化を図-2に示す。水温は 4月上旬に最も低い 14.9℃を記録し,その後,春から夏にか
けて上昇した。また,9月上旬には最も高い25.6℃を記録し,その後,秋から冬にかけて下降した。
アイゴは水温が 17.5℃以上となる 5月上旬から 12月中旬に漁獲され,水温が 17.5℃以下とな
る12月下旬から4月下旬にはほとんど漁獲されなかった。ただし,2007年1月には水温17.2℃
で 0.2kg(3尾),同年 3月には水温 16.1℃で 0.7kg(1尾)が例外的に漁獲された。1網あたり漁
獲量は 7月中旬から 8月下旬に増加し,9月上旬から 11月上旬に一旦減少した後,11月中旬
から 12月上旬には再度増加した。1網あたり漁獲量の最大値は 2007年 11月 30日に記録さ
れた 48.0kg(754尾)であった。以上の結果,定置網では 2005～2007年の 3年間で 1770尾の
試料が得られた。 
 
3-2.幼魚の採集 
2007年 4～12月に実施した潜水による試料採集では,9月下旬からアイゴの幼魚が観察さ
れはじめた。アイゴの幼魚はカミナリベラ Stethojulis interrupta やコバンヒメジ Parupeneus 
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indicus の群に混じり,海底付近を数尾の群で遊泳していた。行動は活発で,手網による採集で
は獲り逃すことが多かったが,10月中旬には体長 35～43mmの個体が 5尾採集された。アイ
ゴの幼魚はその後も頻繁に観察されたが,10 月下旬以降は成長とともに遊泳速度が速くなり,
手網による採集は困難になった。また,11 月下旬以降は観察されなくなった。なお,幼魚より小
型の仔魚および稚魚は観察されなかった。 
 
3-3.性比 
性比の季節変化を表-1 に示す。1～4月は試料数が少ないため,性比は求めなかった。5～
9月は性比が0.38～1.56となり,雌雄差は認められなかった(χ2検定,P＞0.05)。10～12月は性
比が 0.23～0.69 となり,雌が有意に多い結果となった(χ2検定,P＜0.05)。3年間の合計では雄
419尾,雌566尾,不明44尾となった。これより性比は 0.74となり,雌が有意に多い結果となった
(χ2検定,P＜0.05)。 
 
3-4.体長と体重 
体長と体重の関係を図-3に示す。定置網で採集されたアイゴの体長は83～339mm,体重は
16～1433g であった。一方,手網で採集されたアイゴの体長は 35～44mm,体重は 1～2g であ
った。体長と体重の平均値に雌雄差は認められず(U検定,P＞0.05),また,体長 180mm以下で
は性別不明の個体が多かったため,ここでは,雌雄を区別せず,全個体共通のアロメトリー式を
求めた。その結果,体長(BL)と体重(BW)の関係は次式より示された(r=0.99,P＜0.05)。 
BW=2.29×10-5BL3.05 
なお,前述の通り,体長と体重の平均値に雌雄差は認められなかったが,体長 313mm 以上,
体重 973g以上の個体はすべて雌であった。 
 
3-5.体長組成 
体長組成の季節変化を図-4に示す。5～9月には定置網で体長 140mm以上の個体(以下,
 6 
大型群)だけが漁獲された。一方,10月には定置網で大型群に加え,体長 80～130mmの個体
(以下,小型群)が漁獲されるとともに,手網により体長 35～43mmの幼魚が採集された。11月以
降は上述の理由により幼魚が採集されなかったが,定置網による小型群と大型群の漁獲は続
いた。なお,大型群ではモードが不明瞭であったが,小型群では明瞭なモードが認められ,10
月に 110～120mmに見られたモードが,11月には 120～130mm,12月には 130～140mmに移
行した。 
 
3-6.GSIと成熟度 
GSIの季節変化を図-5に示す。雄のGSIは漁獲がはじまる 5月下旬からすでに高く,7月下
旬にピークを迎えた。特に7～8月には著しく発達した生殖腺で腹腔内が充たされている個体
が多くみられた(図-6)。その後,9 月上旬までは高い値を示したが,9 月中旬以降は漸次低下し
た。一方,雌のGSIは 6月下旬から急激に上昇をはじめ,7月中旬にピークを迎えた。その後,8
月中旬までは高い値を示したが,8月下旬以降は漸次低下した。 
卵巣および精巣の組織切片を図-7 および図-8 に示す。前述の通り,卵巣の成熟度は周辺
仁期,卵黄球期,成熟期の 3 階級,精巣の成熟度は精原細胞増殖期,成熟初期,成熟中期,成熟
後期,機能的成熟期の5階級に区分した。雌の卵巣における成熟度組成の季節変化を図-9に
示す。1～4月および 6月は試料が採集されなかった。5月は周辺仁期のみが観察された。7
～8 月は成熟期と卵黄球期がおおむね半数ずつを占めた。9～10 月には成熟期はみられな
くなり,卵黄球期も減少した。11～12月はすべて周辺仁期に移行した。雄の精巣における成熟
度組成の季節変化を図-10 に示す。5 月は成熟途中である成熟初期～成熟後期が観察され
た。7～8月はほぼすべての個体で精子が観察された。9～10月には精原細胞増殖期に移行
した個体が現れ始め,12月には 80%以上が精原細胞増殖期となった。 
 
3-7.成熟体長 
体長と GSIの関係を図-11に示す。雌雄とも体長 150mm以下の個体ではGSIが 1以下で
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あったが,雄は体長 155mm以上,雌は体長 168mm以上でそれぞれ GSIが急激に上昇した。
これより,館山湾におけるアイゴの成熟体長は雄が 155mm,雌が 168mmであるものと推定した。
なお,GSIの最高値は雄で 28.9(体長 236mm),雌で 38.6(体長 288mm)に達した。 
 
3-8.消化管内容物 
消化管内容物の出現頻度を表-2 に示す。1074 尾の消化管内容物を調査した結果,730 尾
からは赤褐色または緑褐色の液状物のみが出現し,固形物は出現しなかった。一方,344 尾か
らは固形物が出現し,各分類群の出現頻度(F)は褐藻 48.3%,紅藻 22.4%,魚鱗 21.8%,緑藻
18.9%,ヒドロ虫類 12.2%,ワレカラ類 6.7%,その他 16.0%となった。なお,その他としては魚類の
肉片や骨片,礫(小石),アマモ Zostera marina とみられる海草,貝殻,魚卵,柑橘類のさのう,アイ
ゴの顎歯膜 40),鳥類の羽毛等が出現した。 
  
3-9.CSI 
CSIの季節変化を図-12に示す。1月と 3月は試料が少なく,CSIも 3以下の低い値を示した。
5月からはCSIが 3以上の個体もみられはじめたが,10月まではCSIが 3以下の個体が多数
を占めた。また,定置網における漁獲量(図-2)が減少した 6月と 9月中～下旬には CSIも低下
する傾向がみられた。なお,10月中～下旬には CSIが 8を超える個体が出現したが,これらは
いずれも潜水により採集された幼魚である。これらの幼魚を除けば,CSIは 11月中旬に最も高
くなり,CSIが 3以上の個体が全体の約半数を占めた。CSI上昇時のアイゴの消化管は海藻で
みたされていた。11月下旬以降は CSIが高い個体の割合は漸次低下した。 
 
3-10.GSIと CSIの関係 
生殖腺と消化管内容物の調査過程において,生殖腺が発達した個体ほど消化管内容物が
少ない傾向にあることが示唆された。このことについて検証するため,GSI と CSI の関係を図
-13に示した。GSIの低い個体ほど CSIのばらつきが大きく,GSIが 5以下の個体では CSIは
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0.56～9.09であった。一方,GSIの高い個体ではCSIが低い値に収束し,GSIが35以上の個体
では CSIは 0.38～1.04であった。GSI と CSIの関係は次式により表され(r=0.55,P＜0.05),GSI
が上昇するとCSIが低下するような明瞭な関係が示された。 
CSI=2.36exp(-0.0362GSI) 
 
3-11.年齢と成長 
アイゴの耳石を図-14に示す。アイゴの耳石は前部に深く明瞭な欠刻を有し,下角は上角より
も発達していた。耳石の表面は全体的に不透明であり,表面観察法では輪紋は観察できなか
った。また,薄片観察法においても不透明帯と透明帯の判別は困難であり,不透明帯が明瞭で
ない個体が多かった。しかし,塩酸によるエッチング処理を施すことにより,輪紋構造を明瞭に
観察することが可能となった(図-15)。エッチング法により観察された輪紋は,体成長の良い時
期に形成される不透明帯が形成された後に産卵期に向かってしわ状構造が確認された。そ
の後は不明瞭であったが,冬に成長が鈍化して形成されると考えられる透明帯は明瞭に観察
された。このことから,アイゴの耳石には輪紋が１年に１回形成されることがわかった。 
上記により得られたアイゴの年齢と体長の関係を図-16に示す。体長35～340mmのアイゴの
年齢は0～13歳と査定された。Bertalanffyの成長式をあてはめた結果,年齢(t)と体長(BL)の関
係は次式で示された。 
BL= 290(1-exp(-0.524(t-0.16))) 
これより,アイゴは0～2歳にかけて急速に成長するが,2歳以降は体長増加量が小さくなり,成熟
産卵とともに成長も停滞することが明らかとなった。 
 
4.考察 
館山湾の定置網では水温 17.5℃以上となる 5～12月にアイゴが漁獲され,水温 17.5℃以下
となる冬季にはほとんど漁獲されなかった(図-2)。冬季に定置網でアイゴが漁獲されない原因
としては,他所への移動と活動停止の二点が考えられる。バイオテレメトリーによる行動解析に
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よると,アイゴは定着性が強く,大規模な回遊をしないことや,冬季も秋季と同じ場所で冬眠状態
になることが示唆されている。23,25)これらのことから,アイゴは冬季も館山湾内に生息している可
能性が高いものと考えられる。また,養殖ヒロメ Undaria undaroidesu に対する捕食試験による
と,アイゴは水温 17.5℃以下で摂食しなくなり,遊泳を停止することが明らかにされている。21)定
置網は来遊魚群の入網を待って漁獲を行う典型的な受動漁具であるため,その漁獲結果は魚
群の対網行動に依存する。41)すなわち,アイゴは冬季も館山湾に生息しているが,水温の低下
により活動を停止しているため,定置網では漁獲されなくなるものと推察される。以上のことを
検証するためには,冬季の生息場所や活動状況を明らかにする必要がある。 
なお,アイゴは月齢に同調した産卵リズムや漁獲変動を示すことが知られているが,2-4,6)本研
究で用いた漁獲量やGSIの資料は毎月数回程度の調査に基づく断続的な記録であったため,
これらの現象の有無について検討するには至らなかった。 
千葉県館山湾におけるアイゴの産卵期はGSIの上昇と卵巣の成熟が同時に確認された7～
8月と推定された(図-5,9)。これは,福岡県,9)長崎県,7)および静岡県24)における産卵期とほぼ等
しい。一方,沖縄県におけるアイゴの産卵期は4～7月であり,2-5,7)館山湾における産卵期はこれ
より数か月遅い。また,長崎県や石垣島におけるアイゴの産卵開始水温は25℃であるのに対し
て,7)館山湾におけるアイゴの産卵開始水温は約20℃であった(図-2)。さらに,沖縄県における
アイゴの成熟尾叉長は250mm(体長に換算すると約200mm)であるが,2)館山湾における成熟
体長は雄が155mm,雌が168mmであった(図-11)。このように,館山湾では沖縄県よりも遅い時
期に,より低い水温で,より小型の個体が産卵を行うことが明らかとなった。アイゴの初期生態に
は水温条件に起因する南北差が認められているが,8)館山湾と沖縄県で産卵期や産卵開始水
温,成熟体長が異なる要因は定かではない。今後は各海域におけるアイゴの生活史や生活年
周期を明らかにし,上記のような差異が生じる要因を個別に明らかにしていく必要がある。 
館山湾では産卵期の 2～3か月後にあたる 10月に体長 35～43mmの幼魚が採集された。
アイゴの飼育試験 36)や耳石日周輪分析 7)の結果によると,アイゴはふ化後約1～3か月で体長
40mm前後に成長する。これらの知見は本研究の結果とよく一致していることから,館山湾にお
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いてもアイゴの再生産が行われているものと考えられた。これまで,アイゴの再生産が確認され
ていたのは静岡県以南であったが,1)本研究ではさらに北東側での再生産が明らかとなった。
しかし,館山湾における卵・仔稚魚の採集記録や産卵行動の観察記録はない。アイゴの稚魚
は流れ藻に付随するとされるため,27,42)著者らは本研究の実施期間中,館山湾において手網に
よる流れ藻採集を周年にわたり実施したが,稚魚の発見には至らなかった。今後は稚魚ネット
等を併用した調査を行い,初期生活史の全貌をより詳細に解明する必要がある。また,本研究
で採集された幼魚はわずか 5尾にとどまった。調査期間中,アイゴの幼魚は頻繁に観察された
が,岩礁域の海底付近を俊敏に遊泳するため,手網による採集では獲り逃すことが多かった。
今後は潜水式囲い網 43)を用いる等,アイゴ幼魚の効率的な採集方法について検討する必要
がある。 
アイゴの食性については,これまでも各地で詳しい調査が行われてきており,いずれも海藻
を主体とした摂食様式が明らかにされている。22,23)本研究でも同様に,海藻を主体とした摂食
が確認された(表-2)。また,本研究では海藻以外に,魚鱗やヒドロ虫類,ワレカラ類等が出現した。
ただし,これらのうち,魚鱗はアイゴとカタクチイワシ Engraulis japonica が定置網で混在して漁
獲された際に,胃より前方の食道付近から出現した。これは,アイゴが自発的に魚鱗を摂食した
のではなく,定置網の揚網時に剥離したカタクチイワシの鱗が偶発的または強制的にアイゴの
消化管に侵入した可能性を示している。また,ヒドロ虫類やワレカラ類は定置網に付着する代
表的な汚損生物であり,44,45)アイゴは定置網内でこれらを摂食した可能性がある。このように,定
置網で得られた資料の場合,定置網で漁獲されたことに起因する特異な食性を示す可能性が
あり,これについては,定置網以外で得られた資料と比較検討する必要がある。なお,定置網や
養殖生簀に付着する汚損生物の防除にアイゴを有効活用することについても検討の余地が
あるものと考えられる。 
GSIとCSIの関係を調べた結果,GSIが上昇するとCSIが低下する明瞭な関係が示された(図
-13)。また, 西駿河湾の例24)と同様に,産卵期には著しく発達した生殖腺で腹腔内が充たされ
ている個体が多くみられ(図-6),これらの個体の消化管からは固形物が出現しなかった。以上
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のことから,産卵期の成熟個体では消化管内への餌料の収容が困難となり,摂食量が物理的に
制限されている可能性が示唆された。一方,産卵が終了した11月にはCSIが上昇する傾向が
みられた。前述の通り,アイゴは冬季に冬眠状態になることが示唆されており,23,25)越冬に備え
て摂食量を増大させた可能性も考えられる。このように,館山湾におけるアイゴの生活年周期
の特徴としては,産卵期に摂食量が減少し,秋季に摂食量が増加することがあげられる。既往
の水槽実験では,水温17.5℃前後から摂食が確認され,25℃前後に達すると突然大幅な増加
が観察されている。46)本研究においても摂食量の増加する時期と考えられた5～6月と10～12
月は17.5℃以上であり,アイゴの摂食には水温が影響することが考えられた。また,アイゴが特
定の時期に集中して海藻を摂食する現象は各地で認められており,10,16,24)特に秋季から冬季
は海藻の再生に重要な時期であるため,植食性魚類による海藻の摂食が藻場の衰退につな
がる可能性が指摘されている。25)したがって,植食性魚類による海藻の食害機構を考える際に
は,その海域における植食性魚類の生活年周期と海藻の季節的消長との相互関係を充分に
把握しておくことが必要である。 
耳石日周輪によるアイゴの成長に関する研究によると,石垣島ではふ化後5ヶ月間は急速な
成長を示し,体長 150mm以降で成長は緩やかとなった。長崎県では初期の成長は石垣島より
速い傾向がみられたが,成長の停滞は早期に始まった。7)また,飼育下ではふ化後 15 日(全長
約 8mm)から 80日(全長 115mm)頃までは直線的な成長を示し,その後は成長が鈍った。36)ま
た,今回推定された成長式に上述の成熟体長を当てはめると, 雄の 155mm,雌の 168mm と
も,2.1～2.2歳に相当し,成熟年齢は 2～3歳であると推定される。アイゴは,孵化後約 1 ヶ月,全
長約 30mmに達した段階で早期に植食性になり 36),同じく孵化後約 1 ヶ月で藻場に蝟集する
ようになることが確認されている 3)。海藻を摂取しながら,速い成長を実現できるような若齢時の
摂食様式や代謝機構は不明であるが,アイゴは成熟年齢とともに体成長を停滞させ,その後再
生産を繰り返すという生活史を送るものと考えられた。 
本研究を通して,館山湾においてアイゴが海藻を摂食していることが明らかとなった。しかし,
水産庁が各都道府県に対して実施した磯焼け実態把握アンケート調査によると,千葉県では
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藻場の衰退は認められていないとされている。1)館山湾においても現在のところ,海藻の食害
は顕在化しておらず,地元漁業者はアイゴが藻場に何らかの影響を及ぼしているとの認識は
持っていない。しかし,近隣の静岡県では磯焼けの持続と磯焼けの進行した海域で残された
群落の衰退にアイゴが関与しており,17)また,神奈川県では造成藻場におけるアイゴの食害が
確認されている。47)これら近隣各県の状況を鑑みれば,今後,千葉県においてもアイゴによる食
害が顕在化する可能性は充分に考えられる。本研究では,館山湾におけるアイゴの漁期,性比,
体長組成,産卵期,成熟体長,幼魚の出現時期,食性,植食期,年齢と成長等,多岐にわたる知見
が得られた。今後,アイゴの積極的な漁獲や駆除が必要となった場合には,本研究で得られた
アイゴの資源生態に関する知見が有効に活用されるものと期待される。 
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図-1．千葉県館山湾におけるアイゴの採集地 
図-1．●は試料を採集した定置網, ◎は手網による幼魚の採集地, 
図-1．▲は自記式水温計の設置位置を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
館山湾
房総半島
東京
館山
洲崎
▲●
●
大房岬
139ﾟ40’E
千葉
35ﾟ00’N
140ﾟ00’ 140ﾟ20’
139ﾟ50’E
35ﾟ40’N
35ﾟ20’
35ﾟ00’
1km
N
●
◎
 14 
 
 
 
 
 
14
16
18
20
22
24
26
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月
水
温
 (℃
)
0
10
20
30
40
50
1網
あ
た
り漁
獲
量
 (k
g)
 
図-2．2005～2007年の 3か年平均水温(折れ線グラフ)と 
図-2．定置網におけるアイゴの 1網あたり漁獲量(棒グラフ) 
図-2．の季節変化 
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表-1．性比の季節変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    *性比＝雄／雌,1～4月は試料数が少ないため, 
    *性比は求めなかった。 
 
 
 
 
月 
 1 
 2 
 3 
 4 
 5 
 6 
 7 
 8 
 9 
10 
11 
12 
計 
― 
― 
― 
― 
0.93 
0.38 
1.03 
1.00 
1.56 
0.23 
0.50 
0.69 
0.74 
試料数
性比* 
 雄 
  0 
  0 
  0 
  0 
13 
  3 
129 
98 
28 
12 
90 
46 
419 
 雌 
  3 
  0 
  1 
  0 
14 
8 
125 
98 
18 
52 
180 
67 
566 
不明 
  0 
  0 
  0 
  0 
  0 
  0 
  2 
  0 
  0 
 19 
 19 
  4 
 44 
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図-3．体長と体重の関係 
図-3．○は雄,△は雌,×は雌雄不明を示す。 
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図-4．体長組成の季節変化 
図-4．白抜きは定置網,黒塗りは手網による採集を示す。 
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図-5．GSIの季節変化 
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図-6．生殖腺が著しく発達した個体(雌：2007年 6月 26日採集) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 20 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-7．卵巣の組織切片 
図-2．Ⅰ：周辺仁期（周辺仁期） 
図-2．Ⅱ：卵黄球期（卵黄球期） 
図-2．Ⅲ：成熟期（成熟期） 
Ⅱ 100μm
卵黄球期
周辺仁期
Ⅰ 100μm
周辺仁期
100μmⅢ
成熟期周辺仁期
卵黄球期
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図-8．精巣の組織切片 
     Ⅰ：精原細胞増殖期(精原細胞) 
Ⅱ：成熟初期(精原細胞,精細胞) 
Ⅲ：成熟中期(精細胞) 
Ⅳ：成熟後期(精細胞,精子) 
Ⅴ：機能的成熟期(精子) 
Ⅰ Ⅱ 
Ⅲ Ⅳ 
Ⅴ 
100μm 100μm 
100μm 100μm 
100μm 精子 
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図-9．雌の卵巣における成熟度組成の季節変化 
 
 
0
20
40
60
80
100
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月
頻
度
(%
)
Ⅴ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅰ
 
図-10．雄の精巣における成熟度組成の季節変化 
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図-11．体長と GSIの関係 
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表-2．消化管内容物の出現頻度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内容物 
液状物 
固形物 
褐藻 
紅藻 
魚鱗 
緑藻 
ヒドロ虫類 
ワレカラ類 
その他 
出現数 
730 
344 
166 
77 
 75 
 65 
 42 
 23 
 55 
出現頻度(%) 
 
 48.3 
 22.4 
 21.8 
 18.9 
 12.2 
  6.7 
 16.0 
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図-12．CSIの季節変化 
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図-13．GSI とCSIの関係 
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図-14．アイゴ(体長 298mm)の耳石(扁平石) 
      ａ：核,ｂ：隆起,ｃ：上角,ｄ：欠刻,ｅ：下角 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-15．塩酸によるエッチング処理を施したアイゴ耳石の薄層切片 
      矢印は塩酸処理を施すことによってエッチングされた輪紋構造 
 
1mm 
100μm 
ａ 
ｂ 
ｃ 
ｄ 
ｅ 
 28 
 
 
 
 
 
 
0
50
100
150
200
250
300
350
400
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
年齢
体
長
(ｍ
ｍ )
N=632
BL=290(1-exp(-0.524(t-0.16)))
 
図-16．年齢と体長の関係 
図-16．実線は成長曲線を示す。 
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